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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和８年１月２２日（木） 

 

２ 確認箇所 

１号機タービン建屋（図１） 

 

３ 確認項目 

１号機ＰＣＶガス管理設備希ガス放射線モニタ不具合への対応状況 

 

４ 確認結果の概要 

１号機原子炉格納容器（以下「ＰＣＶ」という。）は、窒素封入設備及び

ＰＣＶガス管理設備により吸排気が管理されている。窒素封入設備ではＰＣ

Ｖ内に窒素ガスを充填させるとともに、外気の流入防止のため圧力を高く保

っている。この窒素封入により、水素爆発及び破損部の腐食防止を図ってい

る。また、ＰＣＶガス管理設備では、放射性ダストを除去するフィルタを通

して排気し、ＰＣＶ圧力の安定及びダスト濃度の低減を図っている。さらに

当該設備では、水素濃度、ダスト濃度及び放射性希ガス濃度等の常時監視も

行っている。 

一方、令和７年８月にＰＣＶガス管理設備に設置された２系統（Ａ系とＢ

系）ある希ガス放射線モニタのうちＢ系の検出部（ゲルマニウム半導体検出

器）及び解析部（マルチチャンネルアナライザー）が続けざまに故障するト

ラブルが発生した。東京電力は、当該機器をそれぞれ交換し、常時監視を再

開している。なお、東京電力は当該機器の故障原因について、調査を継続し

ている。 

本日は、１号機ＰＣＶガス管理設備希ガス放射線モニタ不具合への対応状

況について確認した。（前回確認日：令和７年３月３日） 

・監視装置や電源設備などの重要な設備は、施錠されたハウス内に設置され

ており、不用意に人が立ち入れないよう管理されていた。（写真１） 

・不具合のあった放射性希ガス濃度測定装置（Ｂ系）は正常に稼働してい

た。（写真２） 

・希ガス放射線モニタの解析部を二重化する作業が進められていた。 

・ハウス内に予備のゲルマニウム半導体検出器が保管されており、機器に不

具合が生じた場合に直ちに交換できるよう準備されていた。（写真３） 

・ハウス内の一部に放射線を遮へいする鉛板が設置されていた。（写真４） 

・ハウス内は空調管理（冷房２５℃設定常時運転）されており、計測機器の

使用環境が整えられていた。（写真５） 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/678417.pdf
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

（写真１）装置等が設置されたハウス （写真２①）希ガス放射線モニタ 

（写真２②）希ガス放射線モニタ （写真３）予備のｹﾞﾙﾏﾆｳﾑ半導体検出器 

解析装置 

ゲルマニウム
半導体検出器 
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（写真４）遮へい体の設置 （写真５）ハウス内の空調設備 

 

５ プラント関連パラメータ確認 

  各パラメータについて、異常値は確認されなかった。 

 


